
　日本対がん協会は、がんに関する不安、日々の生
活での悩みなどの相談（無料、電話代は別）に、看護
師や社会福祉士が電話で応じる「がん相談ホットライ
ン」（☎03−3562−7830）を開設しています。祝日を除い
て毎日午前10時から午後6時まで受け付けています。
相談時間は1人20分まで。予約は不要です。

　日本対がん協会は、専門医による面接相談および
電話相談（ともに無料）を受け付けています。いずれ
も予約制で、予約・問い合わせは月曜から金曜の午前
10時から午後5時までに☎03−3562−8015へ。相談の時
間は電話が1人20分、面接は1人30分（診療ではありま
せん）。詳しくはホームページ（http://www.jcancer.
jp/）をご覧ください。

がん相談ホットライン　祝日を除く毎日
03−3562−7830

医師による面接・電話相談（要予約）
予約専用　03−3562−8015

公益財団法人 日本対がん協会　「日本対がん協会」と「対がん協会」は登録商標です
〒100−0006　東京都千代田区有楽町２−５−１　有楽町センタービル（マリオン）13Ｆ

☎（03）5218−4771　http://www.jcancer.jp/
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主
な
内
容

２面　開幕せまる
　　　リレー・フォー・ライフ

４、５面　�がん罹患モニタリング集計

８面　フットサルリボン活動

１部70円（税抜き）

２０１３年度ＲＦＬマイ・オンコロジー・ドリーム奨励賞
河野美保さんと原野謙一さんに決定

米テキサス大ＭＤアンダーソンがんセンターでの研修が決まった河野美保さん（右
から2番目）と原野謙一さん(中央)。上野直人同センター教授（右端）と、垣添・日本
対がん協会会長（左から2番目）と秋山・同理事長（左端）

　日本対がん協会が米
テキサス大学ＭＤアン
ダーソンがんセンター
の協力を得て実施して
いる「ＲＦＬマイ・オ
ンコロジー・ドリーム
奨励賞」の2013年度
の受賞者の発表と授賞
式が４月18日、有楽
町朝日スクエアで開か
れた。
　同賞は日本の若手医
師が同センターで１年
間研修を受けるプログ
ラムで、対がん協会が

経験を引き合いに、貴重な
人生経験をして欲しいとエ
ールを送った。
　その後、河野医師、原野
医師に上野教授も加わって
ディスカッションに移り、
日本の若い医師を取り巻く
環境の問題点や、日米の医
療現場の違い、リサーチマ
インドをどうつけるかなど
をテーマに会場からも質問
が相次ぎ、活発な意見交換
が行われた。

が受賞した。
　対がん協会の秋山耿太郎
理事長が二人の受賞を発
表、上野直人ＭＤアンダー
ソンがんセンター教授が奨
励賞を授与し、患者中心の
がん医療のリーダーになっ
て欲しいと激励した。
　同センターのオリバー・
ボーグラー教授もビデオメ
ッセージを寄せた。
　河野医師は広島市民病院
で地域医療に携わる中で乳
腺に興味を持ち、エビデン

スを吟味する重要性を痛感
したと述べ、米国での研修
後はチーム医療の充実に貢
献したいと真摯な想いを語
った。
　原野医師は臨床研修で有
名な沖縄県立中央病院で医
師のキャリアをスタートさ
せたこと、武蔵小杉病院で
は腫瘍内科の立ち上げに携
わった経験などから、日本
のがん臨床研究や開発の発
展に寄与して、患者さんが
より良い治療を受けられる

ように尽くしたいと力
強く語った。
　リレー・フォー・ラ
イフを代表してサバイ
バーで医師の坂下千端
子さんが、医師だけで
なくがん患者や皆の力
を結集してがん対策を
進めたい、がん医療は
ここ数年で激変するは
ず、日本も乗り遅れず
かつリードできるよう
頑張ってほしいと激励
し、対がん協会の垣添
忠生会長は自らの留学

各地の実行委員会と共に開
催しているリレー・フォ
ー・ライフに寄せられた寄
付金をもとに、地域のがん
医療の充実を図るために
2010年度に設けられた。
一般社団法人オンコロジー
教育推進プロジェクトが支
援している。
　４回目となる今回は日本
医科大学武蔵小杉病院の原
野謙一医師（35）＝腫瘍内科
＝と、広島市民病院の河野
美保医師（36）＝腫瘍内科＝
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　５月10〜11日の鹿児島
ウォーターフロントパーク
を皮切りに、本年度の
RFLがいよいよ幕を開け
る。それに先駆け、各ブロ
ックでは開催地の実行委員
長らが集まり、キックオフ
ミーティングが開催され
た。３月の近畿、九州、北
海道・東北に続き、４月は
中部、中国・四国、関東と

　公益財団法人日本対がん
協会は4月20日付で、がん
研究に助成する「リレー・
フォー・ライフ　プロジェ
クト未来研究助成金」の公
募を始めました。
　将来のがん医療に役立つ
と期待されるがんの基礎研
究、臨床研究、患者・家族
のケアに関する研究を支援
するもので、1件あたり最
大300万円を助成します。
　この助成制度は日本対が
ん協会が、がん患者・家族
の方々を支援するイベント
「リレー・フォー・ライフ」
を通じて寄せられた寄付で
すべてをまかない、運営し

　参加者のひとり、尾張一
宮の新実行委員長、井上光
樹さんは「同エリア、他会
場のメンバーと開催するミ
ーティングは有意義で、協
力しながらより良いＲＦＬ
にしていきたいと思いまし
た」と語る。ヨコの繋がり
をつくることもキックオフ
ミーティングの大事な目
的。情報やモノを共有する
ことによりそれぞれの
RFLがより大きく成長し
てゆくことだろう。

続いた。中部の模様を追っ
てみよう。
　中部エリアは４月５日、
名古屋に集結。岐阜、岡
崎、尾張一宮、松本、長
野、静岡、長泉に加え、今
年の初開催を考えている豊
川をいれると合計27人が
参加した。日本対がん協会
職員よりRFLのルールの
再確認が行われた。次に各

ております。詳しくはリレ
ー・フォー・ライフのホー

実行委員が抱える問題点の
解決策をディスカッション
したり、成功例を披露した
りした。参加者は熱心にメ
モをとり、質問は時間切れ
になるほど白熱した会議に
なった。
　それを仕切るのは中部ブ
ロックスタッフの大菅善章
さん。「実行委員会にRFL
の理念をきちんと理解して
もらい、正しいRFLを増
やしてゆきたいんです」。
この熱い思いは参加者全員
に届いたことだろう。

リレー・フォー・ライフ
ジャパン 各ブロックでキックオフ会議を開催

がん征圧の夢をのせ
「RFLプロジェクト未来 研究助成金」の公募開始

対　　象：
〔分野Ⅰ〕	基礎研究・臨床研究（がんの発症メカニズムの解明に向けた基礎研究、新

薬開発にかかわる基礎・臨床研究等）
〔分野Ⅱ〕患者・家族のケアに関する研究
助 成 金：	１件300万円を限度とする（総額1500万円以内）。研究が複数年にわたる

場合は、年度ごとに申請（最長５年）
応募方法：	希望者はリレー・フォー・ライフのホームページ内のプロジェクト未来の

ページ（http://relayforlife.jp/donate/project１）からダウンロードし
た申請書に必要事項を記入し、〒100−0006　東京都千代田区有楽町２−
５−１　有楽町センタービル13階　日本対がん協会　プロジェクト未来
研究助成係にお送りください。

締　　切：７月20日（消印有効）
問い合わせ：日本対がん協会「プロジェクト未来研究助成」係・田渕
　　　　　電話03−5218−4771

リレー・フォー・ライフ プロジェクト未来研究助成金

relayforlife.jp/donate/
project1）をご覧ください。

ムページ内のプロジェクト
未来のページ（h t t p : / /

中部キックオフ会議参加者より、RFL鹿児島へエールを送る

　RFLは、米国での発祥以来"Save	 Lives"を使命と
しています。直訳すると「命を救う」ことですが、単
に医療行為によって救命をするという意味ではありま
せん。医療に従事していなくても、RFLに参加し寄
付金を募ることで医療の進歩に貢献し、間接的に人の
命を救うことができます。がんの予防啓発活動をおこ
なったり、生きる希望を失った人の支えになったりす
ることも命を救うことです。
　"Save	Lives"のもう一つの意味は、いわば「魂を救
う」ことなのです。私たちは、この使命を明確にし、
参加者はもちろんすべての関係者に伝えてゆかねばな
りません。

リレー・フォー・ライフの使命とは？
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　東北のがん患者に医療用
かつらやケア帽子などを届
けているOne	Worldプロ
ジェクトのメンバーが4月
11日、日本対がん協会で
最終回となる第九次募集で
集まった支援物資の仕分

　ピンクリボンフェスティ
バルの一環として開催して
いるピンクリボンデザイン
大賞の作品募集を、母の日
の５月11日にスタートし
ます。乳がんの早期発見の
大切さを伝え、検診受診を
呼びかけるポスターのデザ
インを公募するこのコンテ
ストは、応募者に制作過程
で乳がんについて学んでも

　今回もかつら55点、タ
オル帽子・ケア帽子220点
他沢山の品が全国から集ま
った。
　One	Worldプロジェク
トは震災後3年を期に大規
模募集は終了するが、今後
も要望に応じて東北への支
援物資送付を継続するほ
か、寄せられた寄付金を使
って帽子作りなどの活動を
続けていく。

け・発送作業を行った。
　同プロジェクトはがん体
験者や医療者など有志6人
が立ち上げ、日本対がん協
会が支援してきた。
　「ちょうど3年前の今日
スタートしたんです」と、自

らい、さらにその発信力を
生かして啓発を行おうと創
設されました。若手クリエ
ーターらにとっての登竜門
としても注目され、昨年は
622点の応募がありました。
　今年も、２つの課題コピ
ーのいずれかに見合うポス
ターデザインを募集しま
す。グランプリ受賞者に賞
金50万円を贈るほか、作

添った支援活動は大きな話
題を呼び、全国から寄せら
れた救援物資は、実に第八
次まででかつら約2300点、
帽子約9000点に上る。
　「抗がん剤治療を終えれ
ば髪はまた生えて来るんで
す。でも再発を恐れてかつ
らを手元に取って置く人も
多い。かつらを手放すこと
で一歩前に進めたという声
も聞いています」
　がんで家族を亡くした遺
族が贈ってくれるケースも
多く、使う間もなく亡くな
った奥さんのための、新品
同様のかつらを贈ってくれ
た人もいる。

第10回「ピンクリボンデザイン大賞」作品募集スタート

被災地にかつらやケア帽子を送付
One Worldプロジェクト　支援物資大規模募集を終了

昨年度グランプリ作品

手
作
り
の
タ
オ
ル
帽
子

審
査
員
と
公
式
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
モ
モ
妹

梱包作業を終えて

●課題コピー：ⒶかⒷどちらかのコピーを使用。
Ⓐ：乳がん検診で一番多く見つかるものは、安心です。
Ⓑ：乳ガンは、くやしいガンです。
●募集期間：５月11日㈰〜６月30日㈪（当日消印有効）
●応募方法：①指定の応募用紙　　②作品
　　　　　　	①②を重ねて１作品ごとにホチキスなど

で留めてご応募ください。
●�応募先：〒107−8880　赤坂郵便局留「ピンクリボ
ンデザイン大賞」作品応募係
●協賛：キリンビバレッジ㈱
●主催：ピンクリボンフェスティバル運営委員会
●後援：厚生労働省、東京都、日本医師会
※	応募規定などの詳細については、ピンクリボンフェ
スティバル公式サイト（http://www.pinkribbon	
festival.jp/）をご覧ください。

品はポスター化して東
京・神戸・仙台で交通広
告として掲示します。自
治体にもデザインを無償
提供し、受診率向上を図
るためのツールとして活
用していただきます。今
年は10回目の開催を記
念して、デザイン大賞の
アワードロゴも募集しま
す。
　「第10回ピンクリボン
デザイン大賞」の概要
は、右の通りです。

身も乳がん体
験者で発起人
の一人である
代表の寺田真
由美さんは感
慨深そうに話
す。
　震災直後の
混乱の中、体
験者ならでは
の患者に寄り
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半になると増えているとは
いえ増加ぶりはやや鈍る。
大腸がんは70代前半で少
し増加ぶりが鈍るものの、
80代に入っても一本調子
に増えている。
　肺がんが、急増するのは
胃がんと大腸がんよりも５
〜10歳ほど高齢になって
から。70代前半で大腸が
んよりも多くなり、80代
前半で胃がんを上回って最
も罹患率が高くなる。肺が
んよりもさらに高齢になっ
てから急増するのが前立腺
がんだ。40代までの発症

は極めて低いものの、50
代後半から急増している。
　この４つのがんで男性の
罹患者数（推計）の約63％
を占める。つまりがんにな
る男性のほぼ３人に２人は
この４つのがんのいずれか
を発症している計算だ。う
ち胃がん、肺がん、大腸が
んについては厚生労働省が
指針を設けてがん検診を勧
めている。罹患者が急増す
る50代に入る前からの検
診の受診習慣が重要なこと
が、今回の集計からも浮か
び上がっている。
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男性の主ながんの年齢階級別の罹患率（推計）
（全国がん罹患モニタリング集計2010年罹患数・率報告等を基に作成）

　各地のがん登録に基づい
て「がんの実態把握とがん
情報の発信に関する研究
班」が分析した。日本のが
んの基本データの一つにな
っている。がん対策情報セ
ンターがこのほど2009年
と2010年それぞれの報告
を発行した。
　いずれの年も基になった
のは日本の人口の５割前後
をカバーする地域のデー
タ。推計罹患数が増えた背
景には、がん登録が整備さ
れて届け出が増えているこ
ともあると考えられ、両報
告とも「真のがん罹患リス
クの変化」を示しているも
のではない、としている。
　10年の報告によると、
同年にがん（上皮内がんと、

人（11.2％）増加した。主
ながんの中では増加率が最
も高かった。次いで肺がん
が1521人、大腸がんも
1441人の増加と、近年の
傾向に変わりはなかった。

頭蓋内の良性腫瘍を含まな
い）と診断された人は男女
合わせて80万5236人で、
09年より２万9635人増え
た。男性は46万8048人で、
女性が33万7188人。
　男女別に主ながんの罹患
数をみると、男性は胃がん
が最も多くて８万6728人。
肺がん７万3727人、大腸
（直腸と結腸）がん６万
8055人、前立腺がん６万
4934人、肝臓がん（肝内
胆管がんを含む）が３万
1244人などと続いている。
　09年より増加が目立っ
たのは前立腺がんで、
5307人、8.9％増えていた。
胃がんは2165人、肺がん
は2005人、大腸がんは
1196人の増加だった。

　女性では、乳がんが最も
多くて６万8071人。大腸
がん５万924人、胃がん
３万9002人、肺がん３万
3514人などとなっている。
　乳がんは09年より6839

がん罹患者は年に80万人超に
がん罹患モニタリング集計

男性は40代から胃がん、大腸がんのリスクが高まり
がんや胃がんが増え始め、
50代後半に急増していた。
しかし、胃がんは80代後

　男性の主ながんの年齢階
級別の罹患率（推計）をみ
ると、40代に入って大腸
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男女別のがん罹患者数（推計）の推移
（全国がん罹患モニタリング集計2010年罹患数・率報告等を基に作成）

　がんと診断される人は年に80万人を超えたと推
計されることが、国立がん研究センターがん対策情
報センターが発行した「全国がん罹患モニタリング
集計2010年罹患数・率報告」で分かった。2009
年より約３万人、3.8％増えている。男性の増加率

が3.5％なのに対し、女性は4.3％。増えた人数は
男性の方が2000人ほど多いが、増加率は女性の方
が高かった。女性では乳がんの罹患者数が１割以上
増えており、これが女性のがん全体を押し上げてい
る。
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の増加となっている。
　この集計で発症が４万
人を超えたのが0 1年
（４万675人）で、５万人
を超えたのは04年（５万
549人）、６万人を上回
ったのは07年（６万986
人）だった。ほぼ３年で
１万人ずつ増えた計算だ
が、07年から10年は約

　乳がんなどはこれまで
上皮内がんを含めて統計
がとられてきた。全国が
ん罹患モニタリング集計
の基になる各地のデータ
にも上皮内がんが含まれ
ている。
　上皮内がんは、がんが
上皮細胞と組織の境にな
る膜を突き破っていない
状態。この段階で治療す
れば「とり切れる」可能
性が高く、治療が期待で
きるとされ、早期発見が
勧められてきた。啓発キ
ャンペーンなどで日本人
の乳がんの罹患者を示す
場合、上皮内がんを含め
ることが一般的だった。
　その上皮内がんを含め
た乳がんの発症は2010
年に７万6041人と推計
された（上皮内がんを除
くと６万8071人）。2009
年よりも8422人、12.5％

発症リスクを示している
ものではない、としてい
る。
　それにしても、乳がん
罹患者の増え方は目立っ
ている。30代以降、全
体的に増えている中で、
顕著なのが40代後半と
60代前半だ。人数でみ
ると、60代前半が１万
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上皮内がんを含む乳がんの罹患数（推計）の推移
（全国がん罹患モニタリング集計2010年罹患数・率報告等を基に作成）

目立つ女性の増加／乳がんが押し上げ

　女性のがんでは、やはり
乳がんが目立っている。

30代前半から増え始め、
40代後半でピークを迎え

　女性が患うがんはこの５
つで60％を占めている。
いずれも厚労省が指針を作
って検診を勧めているがん
だ。
　とくに子宮頸がん検診
は、対象とする年齢が「20
歳から」とがん検診の中で
最も若いうちから受けるこ
とが勧奨されている。
　この年代から「がん検
診」を日常的に受ける人が
増えると、がんで亡くなる
人が減ることが確実視され
ている。

るが、60代前半でも再び
増えて２つの年代に「山」
ができている形だ。子宮頸
がんは乳がんより早く20
代で増え始め、40代前半
にもっとも罹患率が高くな
っていた。
　胃がん、大腸がん、肺が
んはいずれも似た曲線を描
いているが、大腸がんの発
症が目立つ年代が比較的若
くて40代前半から。胃が
んと肺がんは５〜10歳、
年齢が高くなってから増え
る傾向にあった。

20代後半から子宮頸がん、30代前半から乳がんのリスクが増加

上皮内がんを含めると乳がん発症は年に7万6041人
2010年の推計／09年より8400人増

870人と最も多い（40代
後半は9254人）。これま
で日本人の乳がんは40
代から50代が多いとい
う、欧米と異なる傾向を
示していたが、近年は
60代から70代にかけて
も増えており、欧米と似
た様子も示すようになっ
たといえそうだ。

１万５千人と、増加
ぶりが著しくなっ
た。この傾向が続く
と11年の推計は８万
人を超えることも予
想される。
　全国がんモニタリ
ング集計は、各地の
がん登録を基に推計
されており、がん登
録の整備が進んで
「がんの届け出数」
が増えると、この集
計の数も増加する。
報告自体も、本当の
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　2012年度 がん検診の実施状況から ◆乳がん
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　４月21日、東京・お茶
の水の日本サッカー協会
で、６月のシーズンインを
前に日本フットサルリーグ
（Ｆリーグ）の記者会見が
行われた。会場内満員の記
者を前に試合日程の発表や
大会名称の説明に続き、Ｆ
リーグが日本対がん協会の
フットサルリボン活動に全
面協力することが正式に発
表された。
　会見の壇上にはＦリーグ
COOの松崎康弘氏、同
COO補佐の北澤豪氏、デ
ウソン神戸の鈴村拓也選
手、湘南ベルマーレの久光
重貴選手らが並んだ。鈴
村、久光両選手は自らがが
んに罹ったこと、周りの皆
に救われてこの場にいるこ
と、今後、小児がんの子ど
もたちを支援したいこと、
などを口々に語った。
　取材するのはスポーツ部
を中心とする記者たちだ
が、「がん」に対する関心
は深く、両選手への質問が
相次ぎ、朝日、読売をはじ
め22日付の各紙で一斉に
報道された。
　Ｆリーグの試合は６月
27日の代々木セントラル
（国立代々木競技場第一体
育館）からスタートする。
今後、各ホームゲーム、セ
ントラル会場での募金活
動、Ｆリーグ選手によるが
んの啓発、小児がん患者支
援のイベントや慰問活動な
どを通じて日本対がん協会
に協力していくことになる。
　リーグのチーム数は昨季
の10から仙台、すみだが
加わって12に増えた。３

に同行しているデウソン神
戸の鈴村選手（35）だ。鈴
村さんは12年12月に上咽
頭がんに罹っていることを
公表し闘病生活に入った。
その後半年にわたる抗がん
剤治療を経て、13年９月
には見事に復帰を果たした。
　２人はこうした出会いを
通じて13年12月、日本対
がん協会のフットサルリボ
ンアドバイザーに揃って就
任した。
　４月、久光さんは湘南ベ
ルマーレのグランドワーカ
ーという仕事から退き、選
手を続けながら日本対がん
協会のフットサルリボン活
動に全面的に協力していく
ことを約束した。日本対が
ん協会もそれを受け、今回
のフットサル大使の就任と
なったものだ。
　真摯で熱い性格にファン
も多く、ファンの中からも
このフットサルリボン活動
にボランティアなどで協力
してくれる人も出始めた。
フットサル大使を中心にこ
の輪が大きく広がっていく
ことが期待されている。

回戦総当たりで来年２月
15日までリーグ戦を開催
し、上位５チームが同20
日から３月１日までのプレ
ーオフで優勝を争う。
　お近くの試合会場にぜひ
足を運んでフットサルを楽
しむとともに、がん啓発に
力を貸してほしい。
   フットサル大使に 
   就任した久光重貴選手
　４月１日、日本対がん協
会の「フットサル大使」に
湘南ベルマーレの久光選手
（32）が就任した。
　久光さんはすでに昨秋か
ら日本対がん協会が実施す
るフットサルリボン活動に
協力している。各試合会場
での出展の際には協会のブ
ースに立ち、募金を呼びか
ける、メディア出演の際に
はこの活動や基金について
紹介する、寄付をしてくれ
るように企業に依頼するな
ど活発に動いている。
　こうした活動の上に、小
児病棟の慰問も始まった。
２月には神奈川県内の病
院、４月には岩手、宮城県
内の病院で日本対がん協会

スタッフとともに小児病棟
を訪れている。
　子どもたちとともにボー
ルを使ったミニゲームを楽
しみ、各病室を訪れてひと
りひとりに話しかけプレゼ
ントを渡す。日々、不安や辛
い検査におびえる子どもた
ちの顔にも、笑顔が戻り活
発な仕草が現れる。希望を
持っていこうと締めくくる。
　久光さん自身も闘病中
で、昨年５月、チームの検
診で肺腺がんが見つかっ
た。日本対がん協会との出
会いはリレー・フォー・ラ
イフ。「何事もあきらめな

久光重貴選手（湘南ベルマーレ）がフットサル大使に
〜日本対がん協会のフットサルリボン活動〜

日本フットサルリーグが全面協力

記者会見の檀上に並ぶ、ＦリーグＣＯＯ松崎康弘氏（右から２人目）、
同ＣＯＯ補佐北澤豪氏（左から3人目）、森永製菓守田稔氏（右から
３人目）、デウソン神戸鈴村拓也選手（左から2人目）、湘南ベルマー
レ久光重貴選手（右端）と塩見・日本対がん協会常務理事（左端）

子供たちとミニゲームを楽しむ久光選手

い」という強い
思いで参加し、
東京・上野公
園、横浜・山下
公園で他の患者
や支援者ととも
に歩いて、がん
征圧を呼びかけ
ていた。
　実は、久光さ
んには同じくが
んと闘う先輩選
手がいる。今回
も小児病棟訪問


